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令和３年１２月２４日（金）  

柏市立図書館  

 

  

資料  



 次  第  

 

１  開 会  

 

２  挨 拶  

 

３  報 告 事 項  

 (1) 令 和 ３ 年 度 主 要 事 業 報 告 （ １ １ 月 ま で ）  

 (2) 地 域 資 料 に つ い て  

 

４  令 和 ３ 年 度 第 1 回 柏 市 立 図 書 館 協 議 会 の ふ り か え り  

 

５  協 議 内 容  

(1) 情 報 提 供「 地 域 の 資 料・情 報 セ ン タ ー と し て の 図 書 館 へ 」  

 (2) グ ル ー プ ワ ー ク  

 

６  そ の 他  

 

７  閉 会  
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１．柏市立図書館協議会委員名簿 

令和３年６月１日現在 

番号 選出区分 氏名 職等 役職 

１ 
学校教育 

関係者 岩永
いわなが

 朗子
あ き こ

 柏市立土中学校長  

２ 〃 笹間
さ さ ま

 ひろみ 
柏市学校図書館コーディネータ

ー 
 

３ 
社会教育 

関係者 羽村
は む ら

 太
たい

雅
が

 
一般社団法人サイエンスエデュ

ケーションラボ理事長 
 

４ 〃 宮島
みやじま

 衣
きり

瑛
え

 
一般社団法人 CoderDojo Japan

理事 
 

５ 〃 藤田
ふ じ た

 とし子
こ

 
ＮＰＯ法人柏ソーシャルキャピ

タル協会理事長 
 

６ 〃 髙
たか

橋
はし

 史
ふみ

成
なり

 
社会福祉法人柏市社会福祉協議

会地域福祉課長 
 

７ 

家庭教育の向上

に資する活動を

行う者 
常
つね

野
の

 正紀
まさとし

 
多世代交流型コミュニティ実行

委員会代表 
 

８ 〃 吉原
よしはら

 美
み

優
ゆ

 
ＫＩＫＡＩ（カシワワカモノプ

ロジェクト）メンバー 
 

９ 学識経験者 三浦
み う ら

 章
あき

宏
ひろ

 
元千葉県立西部図書館長 千葉

県立西部図書館上席主任司書 
会長 

１０ 〃 丹間
た ん ま

 康
やす

仁
ひと

 千葉大学准教授 副会長 

１１ 〃 佐々木
さ さ き

 秀彦
ひでひこ

 
公益財団法人東京都歴史文化財

団事務局企画担当課長 
 

１２ その他 早川
はやかわ

 沙
さ

希子
き こ

 公募委員  

（敬称略） 

 

任期：令和３年６月１日から令和５年５月３１日まで  
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２．柏市教育委員会 出席職員名簿 

 

  

番号 所 属 職 名 氏  名   

１ 生涯学習部 部 長 宮島 浩二 

２ 図書館 館 長 五津 和則 

３ 〃 統括リーダー 柳川 行秀 

４ 〃 副主幹 吉岡 雅美 

５ 〃 副主幹 千田 雅之 

６ 〃 副主幹 田口 和代 

７ 〃 主 任 大里 祥子 

８ 〃 主 事 木城 佳保里 

９ 生涯学習課 課 長 沖本 雅樹 

１０ 中央公民館 館 長 山岡 康弘 

１１ 文化課 課 長 田口  大 
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３．令和３年度主要事業報告（１１月まで） 

 

１ 本館夜間会館再開 

   新型コロナウイルス感染症まん延防止等重点措置の緩和に伴い，６月２３日

(水)から本館の夜間開館を再開しました。 

２ マンデーライブラリーラボ 

   夏休み期間中の図書館休館日となる８月２日（月）に小学生を対象として，科

学をテーマとした講座を開催しました。 

 参加人数 ひとしずくの水 午前１４人 午後１１人 

      チリメンモンスターをさがせ   １５人 

３ おびコレ２０２１ 

   子ども司書がおすすめ本にオリジナルの帯をつける『おびコレ２０２１』の展

示を，夏休みに本館で，その後，学校近くの分館で実施しました。３２校から，

１４０種類の出品がありました。展示の後，帯付きで貸出も行いました。 

 本館展示 ８月 ５日（木）～ ９月 ３日（金） 

 分館展示 ９月２３日（木）～１０月１０日（日） 

４ 返却資料の７２時間隔離措置の終了 

   新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の解除に伴い，返却された資料を３日

間 取り置きしていた措置を，１０月１日(金)に終了しました。 

５ 中学生ビブリオバトル 

   中学生によるビブリオバトルを開催しました。新型コロナウイルス感染症対策

のため，今年度もオンラインでの開催をしました。予選を１０月１５日(金)， 

２０日(水)，２１日(木)，２２日(金)に，決勝を２７日(水)に行いました。 

紹介された本は，１１月４日(木)から２３日(火)まで，本館で展示されました。 

 参加校１３校，人数１５名 

 チャンプ本 

  『熱帯』森見登美彦／著   柏の葉中学校２年 髙槌 詩さん  

 準チャンプ本 

『１００の思考実験－あなたはどこまで考えられるか－』ジュリアン・バジ

ーニ／著          富勢中学校３年 笠井釉羽さん  

６ 蔵書点検（本館） 

   １１月２４日(水)から１２月３日(金)まで，本館で蔵書点検を行いました。 

  令和４年１月以降に２回に分けて１７分館の蔵書点検を予定しています。 
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４．地域資料について 

 

１ 市の問題意識と方向性（「地域」をテーマとした理由） 

 

(1) 世代交代等により，市民が保管している地域の歴史や様々な活動を記録した

資料が次々に失われていることは，地域資料の収集の役割を担っている図書

館として，重大な課題として認識。 

 

(2) これらの資料を収集・整理して次の世代に引き継ぐことは，地域の図書館の

使命。 

 

(3) 収集対象となる地域資料は，流通する書籍に限らず，様々な形態（写真・チ

ラシ・冊子・電子データ等）があり，地域住民自身もその価値を認識してい

ないこともある。このため地域住民をはじめ，多様な主体と連携した収集活

動が必要。 

 

(4) 近年では，Webのみで発信される地域情報も多く，地域の活動記録や歴史を

残すためには，デジタル情報への対応が不可欠。 

 

(5) この資料収集活動は，地域の再発見につながるとともに，地域住民の交流や

地域への愛着などを醸成するきっかけとなり，地域づくり・人づくりの手段

となり得る。 

 

(6) また，収集した資料を活用した取り組み（館内での展示や，アクティブラー

ニングとの連携など）につなげるなど，事業に広がりを持たせ，より多くの

人が関与する仕組みを構築していくことが重要。 

 

(7) 学術的な側面と，広く興味・関心を喚起する裾野を広げる取り組みの両面か

らの取り組みが必要。 

 

(8) 市内に分館が１７館ある特徴を活かし，収集した資料（紙）は，その地域に

ある分館に集積し，各分館が地域情報の拠点として機能するよう取り組みた

い。 
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 ２ 地域資料（郷土・行政資料）とは 

 

 

 図書館資料の種類の一つで，図書館の所在する地域や自治体に関係する資料。以前は，郷

土史に関する資料とみなされた。地域資料ともいう。現在の公共図書館は，その地域につい

ての資料を責任を持って収集することが業務の一つとして位置付けられており，それらのレ

ファレンス質問に答えることも重要な業務となっている。収集対象地域には，近隣や県下を

含めることもある。内容的には，郷土に関係した資料という場合と，郷土人や出身者による

著書や郷土での出版物，さらに古文書や出土品などまで含める場合がある。また，行政資料

を，郷土資料の一部とする場合と別に扱う場合とがある。 

 

「地域資料」日本図書館情報学会用語辞典編集委員会 

『図書館情報学用語辞典 第 5版』(2020)丸善出版 

 

 

 地域で発生するすべての資料および地域に関するすべての資料 

 

三多摩郷土資料研究会・根本 彰 ほか『地域資料入門』(1999) 日本図書館協会 

 

 

 その地域で発生する情報については，その地域の公共図書館でしかできない仕事であ

り，その図書館が最終的な責任を持つという認識は，最近ずいぶん一般的になっている。 

 

根本彰『情報基盤としての図書館』(2002)勁草書房 

 

   

 

３ 地域資料の収集状況 

(1) 地域資料の所蔵状況（令和２年度末） 

  ２９，２２３冊（全蔵書８８１，１８７冊のうち３．３２％） 

(2) 行政関係の資料 

 ・柏市史，沼南町史，議会議事録，各種年報等 

 ・千葉県及び県内他自治体発行の各種年報類 

(3) 柏市に関連する出版物等 

市内在住者の著作・作品(書籍以外のもの(ＣＤ・カセットテープ，絵葉書，

ビデオ等)も含む)，伝記・評伝，非図書資料，地図 

(4) その他の地域資料 

地域誌，ミニコミ誌，タウン誌 

(5) 図書館で独自に作成した資料 

例：『おとなりさん』広報誌からの抜粋， 

  『柏市関係新聞記事索引』新聞記事索引， 

  『柏市地形図』国土地理院地形図を時系列に並べたもの， 

  『写真でみる柏の散歩道』文化課発行の『柏の散歩道』の現地写真 
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５．令和３年度第 1回柏市立図書館協議会のふりかえり 

 

 前回のグループワークで出された意見から，今後のテーマにつながりそうな意見を

会議録から抜粋しました。 

 

 

・地域の情報を，子どもが学校教育の中で得るだけでなく，社会人にも知ってもらえ

るソースとしての地域資料づくりを目指す。 

・コロナ禍での現状の記録をどう残していくかということも課題。 

・資料からどうやって価値を生むか。 

・資料収集は過去だけのものか。未来へのつながりをどう作っていくか。 

・地域資料づくりを地域の方と実践するのは，柏らしく具現化されたもの。これを拡

げていくことが望ましい。 

・地域の財産としての資料がそこにあり，それを自由に手にすることにより，「無」

から「有」を生める人材が柏から飛び立つような施設になったら良い。 

・地域の資料や情報の収集活動をしたい住民がどのくらいいるのか気になる。 

・分館が地域に多くあることが柏市の強み。 

・学びあう地域コミュニティ。分館は本館のミニサイズではない。 

・地域課題を解決する上で，分館ごとに特色が出ていくということが大事。 

・つくるものとしての地域資料。 
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６．情報提供とグループワーク 

 

１ 情報提供（４５分） 

  『地域の資料・情報センターとしての図書館へ』 

    福島幸宏氏（慶應義塾大学文学部准教授） 

 

２ グループワーク（６０分） 

 

３ グループ分け 

 （Ａ班）岩永委員，宮島委員，高橋委員，羽村委員，三浦委員 

 （Ｂ班）笹間委員，藤田委員，常野委員，丹間委員，佐々木委員 

   

 


